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過去の無計画な伐採や温暖化の影響による森林消失が
河川の枯渇による生活用水の不足、水質汚染による健
康被害を生んだ。それらへの対策としての行政支援は
不足している。

地域住民と協働して地元産の樹木を種から7,000株育
て、枯渇の危機にある河川流域に定植し、水量回復と水
質改善を目指す。持続的な住民主体の森林保全体制を
構築する。
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現地活動の参加者（延） 500人
1,566株
100％
70％

計画地域への定植株

今年度計画の達成度

目標達成度
活動内容と成果

種から育てた苗を3,000株以上の定植を目指し、育苗も継続する。樹木を世話する
ため植林地住民にも研修を行い、短編ビデオや写真による普及啓発を行う。住民主
体の森林保全活動体制を協働組織を軸に構築する。

今 年 度 の 育 苗 は 計 画 比3.3倍、1万苗、植 林 は5種、
1,566株（計画比1.5倍）の成果を得た。本活動への認
知が高まり、地元環境NGO や共同体役員らが継続的
に協力し、圃場の改善（4万苗規模に拡大）し、作業場
を造成した。植林地住民45世帯に活動の意義と得ら
れる恩恵を伝え、参加意識を高めた。協働組織ワンキ
タグニは、行政関係機関（共同体政府、資源保護省、技
術訓練校、高校など）と連携し、環境教育等の研修を4
回以上、活動報告会を2回以上実施した。普及啓発ビ
デオを製作するためのスペイン語テキスト原稿が完
成した。

今後の
展望

日雨よけをヤシ葉からビニール製に変更

8月、地元の学生30人に植林研修を開催

■苦労した点
集中的な豪雨や極度の湿気により育苗
場の屋根や作業効率を意識した棚板が
腐った。マホガニーやカカオは発芽し
なかった。

■工夫した点
屋根の天然素材をビニール製に、苗は
地植えに変更し、畝の向きを東西から
南北に変更。発芽しにくい種は冷蔵保
存に変更した。

（特非）   おおた市民活動推進機構


